
講座 No.

講座 No.

第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 そのほか

社会科
住みよいくらし

社会科
私たちの生活と環境

理科
生物と環境 総合学習

5

6

水の惑星地球を救え！ぐるぐるトルネード実験

第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 そのほか

社会科
住みよいくらし

社会科
私たちの生活と環境

理科
生物と環境 総合学習

発表

導　入

プログラムの流れ（45分）
展　開 ふりかえり

人間が使える水はどのくらい？ ぐるぐるトルネード実験

7

よごれた水をきれいにするには？

導　入

プログラムの流れ（50分）
展　開 ふりかえり

川の水を汚したらどうなる？ 浄水器を作って汚水をきれいにしよう！

※代表的な水質の指標

講座 No.

講座 No.

7

8

発表

8

においのふしぎ

第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 そのほか

社会科
私たちの生活と環境

理科
生物と環境 総合学習

導　入

プログラムの流れ（45分）
展　開 ふりかえり

においとは？ においを体験してみよう！

発表

第4学年 そのほか第5学年
社会科

私たちの生活と環境
自動車工業

理科
電流がつくる

磁石

第6学年
理科

電気の利用
生物と環境

総合学習

ソーラーカーを作ろう！

導　入

プログラムの流れ（50分）
展　開 ふりかえり

電気の利用と地球温暖化 ソーラーカーを作ろう！

※講座に必要な資材（牛乳パックとペットボトルのキャップ）、工作物を持ち帰るための袋をお持ちください。

単　元

対　象

学習のねらい

学習指導要領
との関連

社会科 住みよいくらし（水の循環）

推奨：第4学年 定員40名程度（4 ～ 5名のグループにわかれます。）

● 水の循環について理解し、普段の生活で水を汚していることに気づく。
● きれいな水を使い続けるために何ができるかを自分で考え、行動につなげる。

人間が使える水がとても少ないことを学びま
す。また水の循環図にそって、家庭から排出さ
れた水がどのように処理されるか理解します。

普段の生活で様々な場面で水を使っていること
に気づき、トイレにティッシュペーパーを流すと
どうなるのか、実験を通して体感します。

水を大切に使うために、
普段の生活でできること
を考え、発表します。

単　元

対　象

学習のねらい

学習指導要領
との関連

社会科 住みよいくらし（水の循環）／ 私たちの生活と環境

推奨：第4・5学年 定員40名程度（6 ～ 8名のグループにわかれます。）

● 浄水場のしくみを学ぶとともに、公害の防止が図られてきたことを知る。
● きれいな水を使い続けるために何ができるかを自分で考え、行動につなげる。

ワークシート・発表
ビーカーに入れた水をキャンプ場の川に見立て、
汚れ（油など）を加えて観察します。川に汚れを
流すことが公害につながりうることを学びます。

ペットボトルに砂利などを詰めて簡易浄水器を
つくり、汚れた水をろ過します。ろ過の前後で
COD※を測定します。

水を汚さないように大切
に使うためにこれから
実践することをワーク
シートにまとめ、発表し
ます。

単　元

対　象

学習のねらい

学習指導要領
との関連

社会科 私たちの生活と環境

推奨：第5学年 定員40名程度（4 ～ 5名のグループにわかれます。）

● においの感じ方が人によって異なることや、悪臭とは何かを知る。
● 悪臭のない良好な生活を守るための取組みがあることを知り、その大切さを理解する。

においの役割や、においの感じ方が人に
より異なることを知ります。

国や自治体の取組みにより悪臭が防止されている
ことを知り、悪臭を検査する人を選ぶ際に、どの
ようなにおいを使っているのか体験します。

学んだことをふりかえり、
発表します。

単　元

対　象

学習のねらい

学習指導要領
との関連

理科 電気の利用／生物と環境

推奨：第6学年 定員40名程度

● 電気の利用と地球温暖化とのつながりについて理解する。
● 貴重な電気を大切にするためにできることを自分で考え、行動につなげる。

身の回りで電気が様々な場面で使われており、
二酸化炭素の排出が地球温暖化に関連している
ことに気づきます。

電気を大切に使うため
に、普段の生活でできる
ことを考え、発表します。

牛乳パックやペットボトルを利用してソーラー
カーを組み立て、実際に走らせます。

（一人1つお持ち帰りできます。）




